
５
月
５

月
№

2
4
3

№
2
4
3

令
和
７
年
（
2
0
2
5
）

令
和
７
年
（
2
0
2
5
）

５
月

７
日

　
新

本
庁

舎
開

庁
５

月
７

日
　

新
本

庁
舎

開
庁

（
関
連
記
事
4～
５
ペ
ー
ジ
）

（
関
連
記
事
4～
５
ペ
ー
ジ
）



広報 つのちょう 2

　
新
入
生
の
皆
さ
ん

　
　
　
入
学
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

４
月
、
町
内
の
小
中
学
校
で
は
、
保
護
者
や
先
生
方
に
温
か
く
見
守
ら
れ

な
が
ら
入
学
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
の
新
鮮
な
気
持
ち
を
忘
れ
ず
勉
強
や
ス
ポ
ー
ツ
に
取
り
組
み
、
友

だ
ち
と
仲
良
く
楽
し
い
学
校
生
活
を
送
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
︵
広
報
事
務
局
︶

葉
山
小
学
校

東
津
野
中
学
校

中
央
小
学
校

葉
山
中
学
校
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３
月
30
日
︵
日
︶
に
葉
山
龍
馬
を
愛
す

る
会
︵
石
村
清
郎
会
長
︶
主
催
に
よ
る
﹁
第

35
回
　
龍
馬
と
歩
こ
う
脱
藩
の
道
﹂
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
や
雨
天
に
よ
り
、
中
止
が
続
い
て
お

り
ま
し
た
が
、当
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、

実
に
６
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　
坂
本
龍
馬
が
脱
藩
し
た
道
を
健
康
ウ

第
35
回
　
龍
馬
と
歩
こ
う
脱
藩
の
道

▲佐川龍馬神社で参拝し、坂本龍馬に想いを馳せる

ォ
ー
キ
ン
グ
を
兼
ね
て
往
時
に
想
い
を

馳
せ
な
が
ら
歩
く
と
と
も
に
、
町
内
外
の

参
加
者
と
交
流
を
深
め
な
が
ら
道
中
に

あ
る
文
化
史
跡
や
名
所
に
つ
い
て
学
ぶ

こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
、
町
内
外
か
ら

162
人
が
参
加
し
、
佐
川
龍
馬
神
社
か
ら
津

野
町
か
わ
う
そ
自
然
公
園
ま
で
の
約
12

㎞
の
道
の
り
を
歩
き
ま
し
た
。

　
昼
食
会
場
︵
脱
藩
広
場
︶
で
は
羽
釜
飯

︵
は
が
ま
め
し
︶
や
軍
鶏
肉
︵
し
ゃ
も
に

く
︶
入
り
の
レ
ン
ゲ
汁
な
ど
、
明
治
・
大

正
の
グ
ル
メ
を
堪
能
し
、
道
中
で
は
、
三

間
川
、
樺
の
川
、
西
谷
、
姫
小
町
の
皆
さ
ま

に
よ
る
温
か
い
お
も
て
な
し
で
参
加
者

を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
閉
会
式
で
は
、
坂
本
龍
馬
に
扮
し
、
そ

の
姿
、
仕
草
が
似
て
い
る
方
を
表
彰
す
る

﹁
お
ら
が
龍
馬
だ
コ
ン
テ
ス
ト
﹂
津
野
町

の
特
産
品
等
が
当
た
る
﹁
お
楽
し
み
抽
選

会
﹂
を
開
催
し
、
盛
況
の
う
ち
に
イ
ベ
ン

ト
を
終
え
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　︵
観
光
推
進
課
︶

▲道中、満開の桜が出迎えてくれました

▲険しい山道を力強く進み、ゴールを目指す

▲昼食会場では、羽釜飯と軍鶏肉入りのレンゲ汁に舌鼓を打ちました
▲「おらが龍馬大賞」を受賞された

森下リョウマ孝明さん



広報 つのちょう ４

▲広く開放的な待合ホールにより、これまで

以上に、訪れやすく身近に感じることのでき

る空間となっています。

▲広く開放的な待合ホールにより、これまで

以上に、訪れやすく身近に感じることのでき

る空間となっています。
▲１階には住民の利用頻度が高い課を配置して

います。

▲１階には住民の利用頻度が高い課を配置して

います。

　壁が無く、課の

編成が容易にでき

るフレキシブルな

空間となっていま

す。

◀　壁が無く、課の

編成が容易にでき

るフレキシブルな

空間となっていま

す。

◀

▶会議室は西側に

集約し、利便性の

高いレイアウトと

なっています。

▶会議室は西側に

集約し、利便性の

高いレイアウトと

なっています。
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▲議場は、内装や家具全てに町産材を使用し、

気の温かみを感じられる空間となっています。

▲議場は、内装や家具全てに町産材を使用し、

気の温かみを感じられる空間となっています。



教育次長
教育次長補佐
振興監（学校教育）
学校教育
学校教育
学校教育
幼児教育
社会教育
社会教育
社会体育

広報 つのちょう ６

池　田　三　男

令和７年４月１日付（ 職 員 配 置 ）

岡　﨑　光　明

明神　　一
川田　明男
津野　昭仁
市川　　弘
吉門　大輔
福井　翔大
福原　拓司
村田　　亮

［　西　庁　舎　］［　里 楽　］

大坂　　清
小川　　悟
三上　由佳
久保浦　彩
川西　穂実
十万　涼風
西森　有希
阿部　　学
鍋島　友弥
石田　純也
ギブンス・アリソン
アモン・アビヤ
ロドリゲス・アラン

西村　芳美
玉川　美穂
嶋﨑　未都
野中　亜矢
濵岡　麻衣
森野　智春
藤村　由意
市川　眞衣
北代　　歩
高橋香代子
市川　優那
寺町　知晃

中久保里恵
明神　香奈
福井めぐみ
鍋島　陽香
山添菜々美
上岡　千夏

認定こども園さくらんぼ園 認定こども園にじいろ園教育委員会

教　育　委　員　会 教育長　　久寿　久美子

濱口　和司
山﨑　亜倫
岡村　晃子
堀川　晴加
下元　博美
山本　　幸

外国語
指導助手
外国語
指導助手
外国語
指導助手

課 　 長
課長補佐
農業土木

公共土木
公共土木
林業土木
浄化槽・庶務
水 道

園 長

園長補佐

保育教諭

保育教諭

保育教諭

保育教諭

保育教諭

保育教諭

保育教諭

保育教諭

保育教諭

保育教諭

園 長

園長補佐

保育教諭

保育教諭

保育教諭

保育教諭

社会福祉士
保 健 師
保 健 師
看 護 師

岡田　浩久
濱口　和司
高橋　智哉
岡﨑　大輝
井上　沙耶
楠目　悦生

課 　 長
課長補佐
介護保険
介護保険
窓口・福祉
窓口・福祉

課 長
課長補佐

健康運動指導士

相談支援専門員

建設課介護福祉課

地域包括支援センター

健康福祉課

母子保健
（保 健 師）
障害保健福祉
（保 健 師）

（再任用）

（再任用）

中久保　順
福井　　忍
松浦　　清
平井乃梨子
佐藤　理佐
嶋﨑　　祐
松浦　元香
林　　泰文
金子明香里
山岡　夏海
河上　桐也
又川　知実
片岡　扶美
中山　輝紀

社会福祉士
（兼務）

健康増進
（保 健 師）

児童福祉・母子保健
（保 健 師）

健康増進
（保 健 師）

健康増進
障害福祉

保健衛生
障害福祉

長生き応援室長

母子保健・児童福祉
食改・健康づくり
長生き応援室
看護師

健康増進
障害福祉

※5月7日～は新本庁舎に移転します。

（北海道訓子府）
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観光推進課

大﨑　陽子
竹内　祥悟
高橋　保博
高橋芙柚音
森下　翔太

課 　 長
観 光
観 光
観 光
地域おこし協力隊

津 野 町 行 政 組 織

町　長

本庁事務局（兼務）

本庁事務局（兼務） 

本庁事務局（兼務） 

本庁事務局（兼務）

本庁事務局（兼務）

本庁事務局（兼務）

本庁事務局（兼務） 

西庁事務局（兼務）  

西庁事務局（兼務）

西庁事務局（兼務）

福井　弘樹
中山　公裕
山本　裕美
久保浦大貴
小林　貴茂
池澤明日香
横山　舞衣
濱口　和司
高橋　智哉
岡崎　大輝

福井　弘樹
中山　公裕
山本　裕美
鍋島　浩一
松岡　大道
久保浦大貴
鍋島　奨太
横山　舞衣
髙本　依里
小林　貴茂
池澤明日香
福井　早瀬

西森　雅人
橋田　佐智
高橋　宏輔
片岡　昌梓
高橋　　梓
別府　　薫
大久保亮汰
猪俣　美和

吉村　伸一
明神　　司
池　　大輔
高橋　佐知
太田　明宏
西村　琴美
髙本　泰成
節安　　澪
下元佳乃子
磯田　瑞貴

総務課 まちづくり推進課 町民課

青木　啓祐
吉村　伸一
下元　令子
梅下ゆかり
宮本　千春

姫野々診療所

青木　啓祐
吉村　伸一
下元　令子
井上　智惠
坂本　恵子

杉ノ川診療所
伊藤　雅代
西川　　南

会計管理課

議会事務局総務課付出向等

溝渕　敏彦
西森　正浩
池　　　香
高橋　愛実
高橋　実里
戸田この実
谷脇　秋穂
坂本　雅文
明神　正治
戸田　知憲
大野　大将
西田　知洋
永橋　　遼
矢野　太紀
大﨑　裕樹
大﨑　将悟
小橋　風矢
森岡　恭平
長永　健宏
石元ひかる

監査委員事務局

選挙管理委員会

［　本　庁　舎　］

三本　修司
野瀬　隆行
西森　健一

木原　美佐
戸田　博久
高橋　春芽
浦口　拓人
谷脇　吉貴
石元　和奈
井上　一浩

産業課

三本　修司
野瀬　隆行
西森　健一

農業委員会

地域支援企画員
（県職員）

地域おこし協力隊

課　　長

振 興 監

総務・危機管理

総務・危機管理

総　　務

総　　務

総　　務

総　　務

財　　政

財　　政

葉 山 荘

高 原 荘

高知県在宅療養推進課

北海道訓子府町

高知県市町村振興課

高幡消防組合

高幡消防組合

高幡消防組合

高幡消防組合

高幡消防組合

高幡消防組合

高幡消防組合

高幡消防組合

高幡消防組合

高幡消防組合

高幡消防組合

高幡消防組合

高幡消防組合

課　　長 

課長補佐

まちづくり

まちづくり

まちづくり

企　　画

地域おこし協力隊

課 長

課長補佐

後期高齢

国 保

税 務

税 務

税 務

税　　務

戸籍・窓口

住基・窓口

課長兼会計管理者

出 納 員

大﨑　昭彦
高橋真梨菜

事務局長

書 記

大﨑　昭彦
高橋真梨菜

事務局長（兼務）

書記（兼務）

事務局長（兼務）

事務局員（兼務）

事務局員（兼務）

所長（医師）

事務長（兼務）

振興監兼臨床検査技師

看 護 師

看 護 師

所長（医師）

事務長（兼務）

振興監（兼務）

看 護 師

看 護 師

課 　 長
課長補佐
農 業

農 業
農 業
林 業
環境・公園
環境・鳥獣・水産
商工・イベント

山口　廣明
片岡　毅司
中山　美紀
森部　紀美
久保　佑都
中谷　仁紀

退　　職

姫野々診療所

健康福祉課

教育委員会

会計管理課

建 設 課

建 設 課

副 町 長

（再任用）

（再任用）

（再任用）

課 長 補 佐 兼
危機管理室長

（人材育成）

高知県後期高齢者

医療広域連合

高知県人づくり
広域連合



広報 つのちょう ８

　
今
年
４
月
か
ら
入
庁
致
し
ま

し
た
、髙
本
依
里
で
す
。

　
津
野
町
に
は
幼
い
頃
か
ら
遊

び
に
お
邪
魔
し
て
お
り
ま
し
た
。

　
思
い
出
の
土
地
で
働
け
る
こ

と
を
と
て
も
う
れ
し
く
思
っ
て

い
ま
す
。

　
皆
さ
ま
の
お
役
に
立
ち
、
信

頼
し
て
い
た
だ
け
る
職
員
に
な

れ
る
よ
う
精
一
杯
努
め
て
参
り

ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　
４
月
か
ら
建
設
課
に
配
属
に

な
り
ま
し
た
、
村
田
亮
と
申
し

ま
す
。

　
生
ま
れ
育
っ
た
津
野
町
で
働

け
る
事
に
喜
び
を
感
じ
る
と
同

時
に
気
が
引
き
締
ま
る
想
い
で

す
。

　
分
か
ら
な
い
事
ば
か
り
で
す

が
、
一
日
で
も
早
く
皆
さ
ま
の

お
役
に
立
て
る
よ
う
に
頑
張
っ

て
参
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
４
月
か
ら
介
護
福
祉
課
兼
健

康
福
祉
課
長
生
き
応
援
室
で
勤

務
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
高
原

荘
よ
り
出
向
の
下
元
博
美
で
す
。

１
日
で
も
早
く
仕
事
を
覚
え
て

住
民
の
皆
さ
ま
の
お
役
に
立
て

る
よ
う
努
め
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　
高
知
県
の
地
域
支
援
企
画
員

と
し
て
、
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

へ
配
属
と
な
り
ま
し
た
。
自
身

の
中
で
新
し
い
分
野
の
職
種
と

な
り
わ
か
ら
な
い
こ
と
ば
か
り

で
す
が
、
津
野
町
の
皆
さ
ま
の

お
役
に
立
て
る
よ
う
努
力
し
て

い
き
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

　
４
月
か
ら
町
民
課
に
配
属
に

な
り
ま
し
た
、
髙
本
泰
成
と
申

し
ま
す
。
祖
父
母
の
家
の
あ
る

総務課

髙本　依里
たかもと　　え　り

むらた　　りょう

しももと　　ひろみおおくぼ　　　りょうた

町民課

髙本　泰成

建設課

村田　亮

介護福祉課兼
健康福祉課

下元　博美

地域支援企画員

大久保　亮汰

たかもと　　たいせい

春
の
人
事
異
動
等
に
よ
る
新
し
い
職
員
を
紹
介
し
ま
す

津
野
町
に
は
幼
い
こ
ろ
か
ら
遊

び
に
来
て
い
ま
し
た
。
自
然
豊

か
な
こ
の
町
で
働
け
る
こ
と
を

非
常
に
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

一
刻
も
早
く
町
の
皆
さ
ま
の
お

役
に
立
て
ま
す
よ
う
、
研
鑽
を

積
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　
津
野
町
の
子
育
て
家
庭
を
対

象
に
、
魅
力
あ
る
、
住
み
よ
い
ま

ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
応
援
金

を
支
給
す
る
も
の
で
す
。

︻
支
給
対
象
者
︼

１

.

子
を
出
産
し
た
者
ま
た
は

保
護
者
で
、
出
産
の
日
の
３
か

月
前
か
ら
津
野
町
に
住
所
を
有

し
、
引
き
続
き
津
野
町
に
住
所

を
有
す
る
見
込
み
の
あ
る
方

２

.

小
中
学
校
に
入
学
す
る
日

に
お
い
て
、
児
童
・
生
徒
並
び

に
保
護
者
が
津
野
町
に
住
所
を

有
す
る
方

︻
応
援
金
の
支
給
額
︼　

︿
出
生
時
﹀

第
１
子…

５
０
，０
０
０
円

第
２
子…

１
０
０
，０
０
０
円

第
３
子
以
降…

３
０
０
，
０
０

０
円

︿
入
学
時
﹀

小
学
校…

３
０
，０
０
０
円

中
学
校…

５
０
，０
０
０
円

︻
申
請
書
提
出
先
︼

役
場
窓
口
︵
通
帳
及
び
印
鑑
を

持
参
し
て
く
だ
さ
い
︶

※

入
学
時
応
援
金
申
請
書
は
卒

園
式
・
卒
業
式
当
日
、
学
校
に

て
配
布
済
み
で
す
。

︻
申
請
期
日
︼

︿
出
生
時
﹀

　
出
産
日
〜
３
か
月
以
内

︿
小
中
学
校
入
学
時
﹀

　
４
／
１
〜
３
か
月
以
内

︻
注
意
事
項
︼

　
次
の
場
合
は
受
給
資
格
が
あ

り
ま
せ
ん
。

①
申
請
期
日
内
︵
３
か
月
以
内
︶

に
申
請
し
な
か
っ
た
と
き
。

②
当
該
世
帯
に
町
税
又
は
使
用

料
、
手
数
料
、
分
担
金
等
、
町
に

納
入
す
べ
き
も
の
や
町
に
対
す

る
債
務
に
滞
納
が
あ
る
と
き
。

︻
お
問
い
合
わ
せ
先
︼

　
町
民
課
　
磯
田
　
瑞
貴

　
　
　
　
　
☎
55‐

２
３
１
４

津
野
町
子
育
て
応
援
金
制
度
の
ご
案
内
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・令和７年６月30日任期満了による、津野町議会議員選挙の日程を

お知らせします。

・町議会議員選挙へ立候補を予定している方を対象とした立候補

予定者説明会を下記のとおり行います。

・立候補を予定されている方は、必ず説明会に出席していただき

ますようお願いいたします。

・町議会議員選挙について不明な点がありましたら、津野町選挙

管理委員会事務局（電話55－2311）までお問い合わせください。
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４
月
８
日
に
藤
本
英
生
高
知

地
方
気
象
台
長
が
来
庁
さ
れ
、

昨
年
の
台
風
10
号
や
南
海
ト
ラ

フ
地
震
臨
時
情
報
の
振
り
返

り
、
地
域
防
災
支
援
業
務
の
取

り
組
み
、
近
年
の
豪
雨︵
線
状
降

水
帯
等
︶へ
の
災
害
対
応
、
そ
し

て
防
災
気
象
情
報
の
連
絡
体
制

を
確
認
す
る
な
ど
、
津
野
町
と

の
連
携
強
化
を
図
り
ま
し
た
。

　
気
象
台
か
ら
事
前
に
得
ら
れ

る
防
災
気
象
情
報
の
共
有
は
、

次
か
ら
次
へ
と
変
化
す
る
災
害

対
応
に
欠
か
せ
な
い
も
の
で

す
。

　
台
長
と
町
長
の
ホ
ッ
ト
ラ
イ

ン
、
ま
た
、
気
象
台
と
町
の
職
員

同
士
の
つ
な
が
り
を
大
事
に

し
、
少
し
で
も
災
害
を
軽
減
で

き
る
体
制
を
構
築
し
て
い
き
ま

す
。

︻
お
問
い
合
わ
せ
先
︼

　
総
務
課
　
危
機
管
理

　
　
☎
55‐

２
３
１
１

高
知
地
方
気
象
台
長
が
津
野
町
を
訪
問

　
皆
さ
ん
の
家
の
中
に
物
置
に

し
ま
っ
た
ま
ま
の
不
用
品
が
た

く
さ
ん
眠
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。

今
回
は
断
捨
離
防
災
の
す
す
め

で
す
。

　
断
捨
離
を
勧
め
る
理
由
は
２

つ
。
一
つ
は
被
害
の
軽
減
化
。
地

震
で
は
家
の
中
を
シ
ン
プ
ル
に

し
て
お
く
こ
と
が
被
害
の
軽
減

化
に
つ
な
が
り
ま
す
。
物
が
少

な
く
な
れ
ば
タ
ン
ス
ご
と
処
分

し
衣
装
ケ
ー
ス
に
ま
と
め
て
お

く
＝
家
具
転
倒
の
リ
ス
ク
を
減

ら
す
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

特
に
多
く
の
時
間
を
過
ご
す
寝

室
は
な
る
だ
け
物
を
置
か
な
い

こ
と
も
重
要
で
す
。

　
も
う
一
つ
の
理
由
は
災
害
発

生
後
の
復
旧
の
迅
速
化
で
す
。

浸
水
、
地
震
い
ず
れ
も
、
災
害
廃

棄
物
︵
災
害
ご
み
︶
が
大
量
に
発

生
し
ま
す
。
多
く
の
災
害
現
場

の
家
屋
を
見
て
き
ま
し
た
が
、

物
が
多
い
と
廃
棄
す
る
労
力
が

増
え
る
だ
け
で
な
く
、
精
神
的

負
担
も
増
大
し
ま
す
。
ま
た
処

分
場
も
廃
棄
物
が
多
い
と
持
ち

込
み
が
一
時
制
限
さ
れ
る
な
ど

の
リ
ス
ク
が
増
え
ま
す
。

　
断
捨
離
の
方
法
は
、
２
年
以

上
使
っ
て
い
な
い
も
の
、
興
味

が
な
く
な
っ
た
も
の
は
捨
て
る
。

思
い
出
の
品
は
写
真
に
撮
っ
て

デ
ー
タ
と
し
て
保
存
す
る
。
な

ど
が
あ
り
ま
す
が
、
お
片
付
け

講
座
な
ど
に
参
加
す
れ
ば
専
門

家
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
ら
れ

ま
す
。
防
災
と
い
う
視
点
で
断

捨
離
に
取
り
組
ん
で
み
ま
せ
ん

か
。

〜
断
捨
離
防
災
の
す
す
め
〜

防
災
い
ろ
は【
５
月
号
】

津
野
町
防
災
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

　
　
　
　
　
　
山
﨑
水
紀
夫

※

皆
さ
ま
の
お
住
ま
い
の
地
域

で
の
防
災
活
動
︵
自
主
防
災
組

織
活
動
︶な
ど
で
、
困
り
ご
と
や

課
題
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

︻
お
問
い
合
わ
せ
先
︼

総
務
課
　
危
機
管
理
室

　
　
　
　
　
☎
55-

２
３
１
１

徳
島
県
那
賀
町…

災
害
廃
棄
物
処
分
場

２
０
１
４
年
８
月
　
筆
者
撮
影

▶
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　私たち〝津野町まちづくりネットワークｆｕｕ-ｈｏｔ〟は「能登半島復興の役に立ちたい」「大切に

されてきた白米千枚田の修復に少しでも力になりたい」との想いから募金活動に取り組みました。

　本団体には約 400 年受け継がれる棚田の保存活動等を行う貝ノ川棚田保存会も加入しており、津野

町においても南海トラフ巨大地震の被害を受ける可能性があり、能登半島や白米千枚田の被害は他人事

に思えませんでした。

　約１年間、町内でのイベント開催時や各拠点施設に募

金箱を設置し、義援金を募りました。そして令和７年３

月に白米千枚田愛耕会へ寄付することができました。ご

賛同いただきました皆さま、ありがとうございました。

　被害を受けられた地域の一日も早い復興をお祈りし

ています。

（津野町まちづくりネットワークｆｕｕ-ｈｏｔ　　

　　　　　担当：津野町役場まちづくり推進課）

『能登半島に想いを込めて』

「北山林道駆け足大会」を開催　５月 25日（日）午前 10時スタート　通行止めのお知らせ！

役場本庁舎移転によるコミバス運行ルートについて
※令和７年5月7日（水曜）から

　役場本庁舎移転に併せて、コ

ミュニティバス（コミバス）の

運行ルートが一部変更になり

ます。

　新本庁舎での業務が５月７

日（水）から始まるため、本庁舎

を経由していたコミバスは、す

べて新本庁舎を経由する運行

ルートに変更となります。

　※新しい時刻表は、コミバス

車内で配付しており、バス停へ

の掲示も更新していきます。

（お問い合わせ）
まちづくり推進課　☎55-２３１１

　葉山ランニングクラブ主催の「北山林道駆け足大会」を５月 25日に開催します。

　このため、三島神社前より山崎地区までの間は、スタートの前後の９時 50分より 10時 10分ま

での間、一般車両を通行止めとさせていただきます。

　その他の区間でも、沿道の皆さまには一時的に協力をお願いすることがありますので、よろしく

お願いいたします。（葉山ランニングクラブ）
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第
50
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙

総
務
大
臣
表
彰
に
お
き
ま
し

て
、
津
野
町
選
挙
管
理
委
員
会

委
員
長
堀
部
三
良
さ
ん
が
受
賞

さ
れ
、
４
月
３
日
に
池
田
三
男

町
長
よ
り
伝
達
表
彰
さ
れ
ま
し

た
。

　
堀
部
さ
ん
は
平
成
17
年
に
津

野
町
選
挙
管
理
委
員
に
就
任
さ

れ
、
平
成
25
年
か
ら
同
選
挙
管

理
委
員
会
委
員
長
と
し
て
永
き

に
わ
た
っ
て
、
選
挙
事
務
の
管

理
執
行
の
職
務
を
精
励
し
、
第

50
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙
に
お

い
て
も
、
投
・
開
票
に
お
け
る

管
理
執
行
上
の
問
題
も
な
く
、

後
進
の
育
成
に
も
尽
力
さ
れ
た

こ
と
か
ら
、
今
回
の
受
賞
と
な

り
ま
し
た
。

　
心
よ
り
お
祝
い
申
し
あ
げ
ま

す
と
と
も
に
、
ま
す
ま
す
の
ご

活
躍
を
お
祈
り
申
し
あ
げ
ま

す
。 堀

部
三
良
さ
ん
　
　

﹁
総
務
大
臣
表
彰
﹂受
賞

　
故
坂
本
健
一
氏
が
旭
日
単
光

章
を
受
章
さ
れ
、
令
和
７
年
３

月
25
日
、
高
知
県
庁
に
お
い
て
、

井
上
副
知
事
よ
り
ご
遺
族
に
伝

達
さ
れ
ま
し
た
。

　
坂
本
氏
は
、
昭
和
50
年
に
旧

東
津
野
村
議
会
議
員
に
初
当
選

し
、
平
成
11
年
４
月
30
日
ま
で

の
間
、
通
算
16
年
の
永
き
に
わ

た
り
村
議
会
議
員
と
し
て
そ
の

使
命
達
成
の
た
め
に
活
躍
さ
れ

ま
し
た
。さ
ら
に
、
平
成
14
年
か

ら
農
業
委
員
と
し
て
15
年
に
わ

た
り
中
山
間
地
区
の
農
地
保
全

に
尽
力
さ
れ
、
津
野
町
の
特
産

品
で
あ
る
お
茶
を
栽
培
し
、
津

野
町
特
有
の
山
茶
園
の
景
観
保

全
に
も
尽
力
さ
れ
、
令
和
４
年

功
績
を
称
え
て

　
　
故
　
坂
本
　
健
一
　
氏

　
　
　
　
旭
日
単
光
章
　
受
章

に
は
高
知
県
茶
品
評
会
に
て
優

良
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　
坂
本
氏
の
功
績
を
称
え
ま
す

と
と
も
に
ご
冥
福
を
心
か
ら
お

祈
り
申
し
あ
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　︵
総
務
課
︶

　
結
婚
50
年
を
迎
え
ら
れ
た
ご

夫
婦
を
祝
福
す
る
﹁
金
婚
夫
婦

祝
福
式
典︵
金
婚
式
︶﹂が
、
本
年

も
高
知
新
聞
社
・
Ｒ
Ｋ
Ｃ
高
知

放
送
・
高
知
新
聞
社
会
福
祉
事

業
団
の
主
催
で
９
月
１
日
︵
月
︶

に
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
つ
き
ま
し
て
は
、
当
町
の
参

加
希
望
者
を
取
り
ま
と
め
て
申

請
し
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、

次
の
要
領
で
お
申
し
込
み
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

︻
資  

格
︼

　
昭
和
50
年
１
月
１
日
か
ら
同

年
12
月
31
日
に
婚
姻
届
を
提
出

さ
れ
た
津
野
町
在
住
の
ご
夫
婦

︵
右
記
以
前
の
届
出
で
も
、
初
め

て
申
し
込
ま
れ
る
方
は
対
象
と

な
り
ま
す
。
た
だ
し
こ
れ
ま
で

に
一
度
お
申
し
込
み
い
た
だ
い

た
ご
夫
婦
の
再
申
し
込
み
は
で

き
ま
せ
ん
︶

︻
お
申
し
込
み
方
法
︼

　
津
野
町
役
場
本
庁
舎
及
び
西

庁
舎
に
備
え
付
け
の
申
込
書
に

記
入
後
、提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

︻
お
申
し
込
み
期
限
︼

令
和
７
年
６
月
３
日︵
火
︶ま
で

︻
式
典
日
時
︼

　
令
和
７
年
９
月
１
日︵
月
︶

　
午
後
２
時
か
ら

︻
会
　
　
場
︼

土
佐
市
　
土
佐
市
複
合
文
化

施
設
　
つ
な
ー
で

※

町
の
バ
ス
で
送
迎
を
行
い
ま

す
。

︻
お
問
い
合
わ
せ
先
︼

　
町
民
課
　
☎
55‐

２
３
１
４

第
68
回
金
婚
夫
婦
祝
福
式
典

　
　
　
　
　
　
　
　
参
加
申
し
込
み
の
ご
案
内

年
金
だ
よ
り

会
社
を
退
職
し
た
時
は
年

金
の
切
替
え
手
続
き
が
必

要
で
す
。

20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
方
が

会
社
を
退
職
さ
れ
、
農
業
者
、
自

営
業
者
、
学
生
、
フ
リ
ー
タ
ー
、

無
職
等
に
な
っ
た
場
合
に
は
、

国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者

︵
又
は
第
３
号
被
保
険
者
︶
へ
の

切
替
え
手
続
き
が
必
要
で
す
。

　
お
住
ま
い
の
市
区
役
所
・
町

村
役
場
の
国
民
年
金
担
当
窓
口

で
お
早
め
に
手
続
き
を
お
願
い

し
ま
す
。

︻
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　
高
知
西
年
金
事
務
所

     

☎
０
８
８-

８
７
５-

１
７
１
７
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人
権
擁
護
委
員
制
度
を
知

っ
て
い
ま
す
か
。

　
６
月
１
日
は
人
権
擁
護
委

員
法
が
施
行
さ
れ
た
日
で
す
。

﹁
人
権
﹂
と
は
、﹁
人
が
幸
せ

に
生
活
す
る
た
め
に
必
要
な
権

利
﹂で
す
。

　
人
権
擁
護
委
員
は
、
現
在
、
高

知
県
内
に
約
180
名
が
配
置
さ
れ

て
お
り
、
地
域
住
民
の
皆
さ
ん

が
、
人
権
に
つ
い
て
関
心
を
持

っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
啓
発
活

動
を
行
っ
た
り
、
法
務
局
や
市

役
所
な
ど
の
公
共
施
設
等
に
お

い
て
、
家
庭
や
職
場
内
に
お
け

る
問
題
、
セ
ク
ハ
ラ
、Ｄ
Ｖ
、
い

じ
め
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の

誹
謗
中
傷
な
ど
、
人
権
問
題
に

関
す
る
あ
ら
ゆ
る
相
談
を
お
受

け
し
ま
す
。相
談
は
無
料
で
、
秘

密
厳
守
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

一
人
で
悩
ま
ず
お
気
軽
に
法
務

局
又
は
人
権
擁
護
委
員
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

　
６
月
中
に
県
内
に
お
い
て

﹁
全
国
一
斉
特
設
人
権
相
談
所
﹂

を
開
設
し
ま
す
。
お
問
い
合
わ

せ
は
、
最
寄
り
の
法
務
局
ま
で
、

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

﹁
全
国
共
通
人
権
相
談
ダ
イ
ヤ

ル

み
ん
な
の
人
権
１
１
０
番
﹂

全
国
の
法
務
局
で
は
、
左
記
の

と
お
り
、
全
国
統
一
の
電
話
番

号
に
よ
り
人
権
相
談
を
受
け
付

け
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

時

間
　
平
日
の
午
前
８
時
30
分

か
ら
午
後
５
時
15
分
ま
で

電
話
番
号
︵
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
︶

０
５
７
０-

０
０
３-

１
１
０

※

一
部
の
Ｉ
Ｐ
電
話
か
ら
は
御

利
用
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。

取
扱
内
容

　
差
別
待
遇
、暴
行
・

虐
待
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
い
じ

め
・
体
罰
、
名
誉
毀
損
・
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
侵
害
等
人
権
問
題
に

関
す
る
あ
ら
ゆ
る
相
談

そ
の
他

　
相
談
は
無
料
、
秘
密

は
厳
守
し
ま
す
。

法
務
局
職
員
又
は
人
権
擁
護
委

員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

＊
以
上
の
記
事
に
関
す
る
お
問

い
合
わ
せ
は

高
知
地
方
法
務
局

人
権
擁
護
課
︵
☎
０
８
８-
８
２

２-

３
５
０
３
︶ま
で

﹁
く
ら
し
の
悩
み
ご
と
相
談

所
﹂を
開
設
し
ま
す
。

　
高
知
地
方
法
務
局
と
高
知
人

権
擁
護
委
員
協
議
会
で
は
、
高

知
よ
さ
こ
い
咲
都
合
同
庁
舎

に
て
、
弁
護
士
資
格
を
有
す
る

人
権
擁
護
委
員
に
よ
る
﹁
く
ら

し
の
悩
み
ご
と
相
談
所
﹂
を

開

催
し
ま
す
。

会

場
　
高
知
よ
さ
こ
い
咲
都

合
同
庁
舎
８
階

︵
高
知
市
栄
田
町
２-

２-

10
︶

　
そ
の
他

相
談
は
無
料
、
予
約

制
で
す
。
相
談
内
容
の
秘
密
は

厳
守
し
ま
す
。

人
権
擁
護
委
員
の
紹
介

　
人
権
擁
護
委
員
の
小
田
隆
文

さ
ん
︵
栗
ノ
木
︶
が
３
月
31
日
を

も
っ
て
退
任
さ
れ
ま
し
た
。
小

田
さ
ん
は
平
成
31
年
４
月
１
日

か
ら
６
年
間
に
わ
た
り
本
町
の

人
権
擁
護
委
員
を
務
め
ら
れ
ま

し
た
。

　
後
任
に
は
、
市
川
千
香
さ
ん

︵
大
西
︶
が
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱

さ
れ
ま
し
た
。

　
家
庭
、
学
校
、
職
場
、
地
域
社

会
な
ど
で
の
困
り
ご
と
や
悩
み

ご
と
な
ど
、
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。相
談
は
無
料
で
、
秘

密
は
守
ら
れ
ま
す
。

︻
津
野
町
人
権
擁
護
委
員
︼

高
橋
　
保
章︵
橋
本
︶

市
川
　
千
香︵
大
西
︶

松
岡
　
康
子︵
中
村
︶

上
田
　
喜
美
子︵
北
川
︶

　
　
　
　
　
　
　
　︵
町
民
課
︶▲新規委嘱された市川さん

行
政
相
談
委
員
に

　
　
　
橋
田
　
理
博
さ
ん

　
当
町
担
当
の
行
政
相
談
委
員

に
、
４
月
１
日
付
で
高
橋
智
子

さ
ん
︵
久
保
川
︶、
橋
田
理
博
さ

ん︵
新
田
︶が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　
行
政
相
談
委
員
は
、
総
務
大

臣
の
委
嘱
を
受
け
、
住
民
の
皆

さ
ん
か
ら
の
相
談
を
お
聴
き
す

る
民
間
有
識
者
の
方
で
す
。

　
委
員
は
①
国
の
仕
事
②
Ｊ
Ｒ
、

Ｎ
Ｔ
Ｔ
な
ど
の
特
殊
法
人
の
仕

事
③
県
や
市
町
村
が
国
の
補
助

を
受
け
て
行
っ
て
い
る
仕
事
な

ど
に
つ
い
て
、
住
民
の
皆
さ
ん

か
ら
の
相
談
を
受
け
、
そ
の
解

決
や
実
現
の
お
手
伝
い
を
し
て

い
ま
す
。

　
相
談
は
、
津
野
町
役
場
で
定

期
的
に
開
設
さ
れ
る
相
談
所
な

ど
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

︻
お
問
い
合
わ
せ
先
︼

　
高
知
行
政
評
価
事
務
所

　
行
政
相
談
課
　

☎
０
８
８-

８
２
４-

４
１
０
０▲新規委嘱された橋田さん

日

時令
和
７
年
６
月
４
日︵
水
︶

　
午
前
10
時
〜
午
前
12
時
ま
で

　
午
後
１
時
〜
午
後
４
時
ま
で

※

予
約
の
締
め
切
り
は
同
年
６

　
　
月
２
日︵
月
︶午
前
12
時
ま
で

相
談
担
当
者
　
弁
護
士
の
資
格
を

有
す
る
人
権
擁
護
委
員

相
談
内
容
　
差
別
待
遇
、暴
行
・

虐
待
、ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、い
じ
め
・

体
罰
、名
誉
毀
損
・
プ
ラ
イ
バ
シ

ー
侵
害
等
人
権
問
題
に
関
す
る

あ
ら
ゆ
る
相
談
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軽自動車税(種別割)の税率について

　役場より納税義務者の方に「納税通知書」を発送いたします。令和７年６月２日までにお納めください。
　なお、自動車税と異なり軽自動車税には月割課税制度はありません。４月１日時点の所有者が４月２日以降に廃車・
名義変更などをしても、その年度の税金は全額おさめていただく必要があります。税額については以下のとおりです。

（１）原動機付自転車、二輪車、小型特殊自動車等

（３）軽自動車税のグリーン化特例（軽課）について

（２）三輪、四輪以上の軽自動車
　新車新規登録が平成27年4月1日以降の車両【※2】、新車新規登録から13年を超える車両（平成21年3月以前）

【※3】については平成 28 年度より改正された税率が適用されますが、新車新規登録が平成 27 年 3 月 31 日まで
の車両【※1】については税率の変更はありません。

（注）新車新規登録の年月は、自動車検査証の「初度検査年月」で確認できます。

　一定の環境性能を満たす車両については取得した日の属する年度の翌年度に限り、税率を軽課する特例措置が
適用されます。

（1）電気自動車・天然ガス軽自動車で平成 21 年排出ガス規制 10％以上低減車または平成 30 年排出ガス規制適合車

（2）営業用乗用車：令和 2 年度基準達成かつ令和 12 年度基準 90％達成車両

（3）営業用乗用車：令和 2 年度基準達成かつ令和 12 年度基準 70％達成車両

※（2）、（3）については、ガソリン車、ハイブリット車で平成 17 年排出ガス規制 75％低減車または平成 30 年排出ガス規

制 50％低減車にかぎります。

※口座振替でお納めいただいた方については 6 月初旬に口座振替領収書を郵送いたします。
※車検の際、納税証明書は不要になっております。
　ただし納税後すぐに車検を受ける方は、納税証明書が必要になる場合があります。

【お問い合わせ先】 町民課税務係　☎55 - 2314
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身体障害者の軽自動車税の減免制度について

身体障害者で以下の要件を満たしている方は、軽自動者税の減免を受けることができます。
ただし、普通自動車で減免を受けている方は申請ができません。

減免申請をされる方は、納期限の一週間前となる令和７年 5 月 26 日（月）までに申請してください。

減免申請できる方

（1）身体障害者に係る軽自動車税の減免認定基準表

（2）知的障害者または精神障害者に係る軽自動車税の減免認定基準表

※ただし、４月１日現在で障害者手帳が交付されていること

減免の対象となる自動車の条件

※ただし、４月１日現在で療育手帳または精神障害者保健福祉手帳が交付されていること

申請に必要な書類

①各手帳　②運転免許証　③印鑑　④軽自動車税納税通知書　⑤車検証

【お問い合わせ先】 町民課税務係　☎55 - 2314
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医療機関で受ける女性がん検診の助成について

医療機関で受ける女性がん検診の費用を助成する

『がん検診（個別）受診券』を5月下旬に対象の皆さまにお送りいたします。

女性がん検診は、医療機関での検診と町の集団検診どちらかを

あなたのライフスタイルに合わせて選んでいただけます。

ご自身の健康のため、２年に１回女性がん検診を受けましょう。

【医療機関で受ける個別受診】

【町で受ける集団検診】

【集団検診日程】

　検診料については、偶数年齢になられる方は無料で受診していただくことができます。
受診を希望される場合はご予約が必要ですので、4月に配布した検診希望調査でお申し
込みをされていない方は担当までご連絡ください。

【お問い合わせ先】　健康福祉課　嶋﨑　祐　☎55 - 2151

10月15日（水）

10月16日（木）

10月28日（火）

10月29日（水）
津野町役場本庁舎

年度末年齢が偶数の方 年度末年齢が偶数の方
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　令和７年度総合健診を 6 月（東地区）と 7 月（西地区）に実施いたします。

　津野町健康増進計画では受診率の向上を目標としており、ご自身の身体に関心を持って、生活習

慣を改善することが重要です。

病気になってしまうと・・・

　　・病院に通わないといけない

　　・入院が必要になる場合もある

　　・通院費、治療費や薬代がかかってしまう

　　・寝たきりや身体の麻痺などの後遺症が残ることもある

健診 ( 検診 ) を受けることで

　　・病気になる危険がないかどうかを知れる

　　・危険に気づいて病気の予防につながる

　　・病気を予防できれば、医療費が減らせる

　　・病気を早期発見・早期治療することで治る可能性が高くなる

 　1 年に 1 度、ご自身の生活を振り返る機会として、また自分では気づきにくい体の不調や病気の

早期発見として健（検）診を受けましょう。まだ申し込みをされていない方は下記までお問い合わせ

ください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【お問い合わせ先】　健康福祉課　☎55-2151

健（検）診を受けましょう

健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
な
に
？

　
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
と
は
、

平
成
28
年
度
に
始
ま
っ
た
、

町
民
の
健
康
づ
く
り
活
動
を

応
援
す
る
制
度
で
す
。
健

︵
検
︶
診
や
地
域
サ
ロ
ン
で
行

う
介
護
予
防
活
動
、
町
の
実

施
す
る
健
康
づ
く
り
関
係
の

教
室
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
参

加
に
応
じ
て
、
ポ
イ
ン
ト
を

付
与
し
ま
す
。
500
ポ
イ
ン
ト

貯
ま
る
と
町
内
で
利
用
で
き

る
商
品
券
︵
500
円
分
︶
に
交
換

で
き
ま
す
。
20
歳
以
上
の
町

民
の
方
な
ら
誰
で
も
参
加
で

き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
楽
し
み

な
が
ら
健
康
づ
く
り
活
動
に

ご
参
加
く
だ
さ
い
♪

＊
注
意
＊

　
商
品
券
に
は
有
効
期
限
が

あ
り
ま
す
。
500
ポ
イ
ン
ト
貯

め
て
、
交
換
し
た
500
円
分
の

商
品
券
を
ご
利
用
い
た
だ
い

た
で
し
ょ
う
か
？
有
効
期
限

は
発
行
日
か
ら
６
か
月
以
内

と
な
っ
て
い
ま
す
。
商
品
券

に
交
換
さ
れ
た
方
は
今
一
度

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

︻
お
問
い
合
わ
せ
先
︼

   

健
康
福
祉
課
　
中
山
輝
紀

　
　
　
　

☎
55-

２
１
５
１

楽
し
み
な
が
ら
健
康
づ
く
り

津
野
町
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
事
業

﹃
住
所
が
変
わ
っ
た
﹄

﹃
名
字
が
変
わ
っ
た
﹄

こ
ん
な
時
は
変
更
の
届
出
が
必

要
で
す
。

　
手
帳
に
書
か
れ
た
住
所
ま
た

は
氏
名
が
現
在
の
も
の
と
違
う

と
き
は
、
手
続
き
を
お
願
い
し

ま
す
。

※

住
所
地
特
例
が
適
用
さ
れ
る

介
護
保
険
施
設
へ
の
転
入
、
転

出
は
届
出
は
不
要
で
す
。

○
手
続
き
に
必
要
な
も
の

　
・
障
害
者
手
帳

○
受
付
場
所

　
・
健
康
福
祉
課

　
・
西
庁
舎
窓
口

︻
お
問
い
合
わ
せ
先
︼

　
健
康
福
祉
課

　
　
障
害
者
手
帳
担
当

　
　
　
　
　
☎
55-

２
１
５
１

お
持
ち
の
障
害
者
手
帳
の

ご
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
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　　令和７年度より帯状疱疹ワクチン接種の定期接種が始まり、50歳～65歳の方の任意接種に対し

ての一部助成も始まりました。

　○対象者・・・50歳～64歳の者

　　　　　　　　　※過去に帯状疱疹ワクチンを接種した人を除く。

　○接種の手順

　　1．健康福祉課または役場西庁窓口で申し込みをしてください。

　　2．医療機関で接種

　　　①町内医療機関で接種を受けた場合

　　　・接種費用の助成額を差し引いた金額をお支払いください。

　　　②町外医療機関で接種を受けた場合

　　　・接種時は接種費用を全額お支払いください。

　　　・接種後、助成金交付申請書を健康福祉課または役場西庁窓口へ提出してください。

　　　　※提出時に、本人確認書類（免許証またはマイナンバーカード）

　　　　　予防接種済証、領収書、振込先口座の分かるものが必要です。

　　　　

　○助成額

　・課税・非課税世帯

　　①生ワクチン　　・・・助成なし

　　②組換えワクチン・・・10,000円/回

　　　　※組換えワクチンは、2回接種が必要になります。

　※令和７年４月に接種した方は、健康福祉課 予防接種担当までご連絡ください。

　　　　　　　　　　　　　【お問い合わせ先】健康福祉課　予防接種担当　☎55－2151

50歳～64歳の帯状疱疹ワクチン予防接種助成が始まります！

　※令和７年４月に接種した方は、健康福祉課 予防接種担当までご連絡ください。

麻しん・風しん（MR）定期接種の対象期間延長について

　令和6年度の麻しん・風しん（MR）ワクチンの供給不足等の状況を踏まえて、

令和７年４月１日から令和９年３月31日までの２年間、接種対象期間が延長に

なりました。

【対象者】

55-2151
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津
野
町
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ

ィ
実
現
に
向
け
た
二
酸
化
炭
素

削
減
の
取
り
組
み
と
し
て
、
太

陽
光
発
電
設
備
と
蓄
電
池
設
備

等
を
住
宅
に
設
置
す
る
方
へ
補

助
金
を
交
付
し
ま
す
。

︻
募
集
期
間
︼

　
５
月
１
日︵
木
︶

　
　
〜
12
月
26
日︵
金
︶

︻
補
助
件
数
︼

13
件︵
先
着
順
︶

︻
補
助
要
件
︼

・
太
陽
光
設
備
と
併
せ
て
蓄
電

池
設
備
若
し
く
は
Ⅴ
２
Ｈ
設
備

の
い
ず
れ
か
を
設
置
す
る
者

・
実
績
報
告
を
す
る
日
に
お
い

て
、
津
野
町
に
住
所
を
有
し
、
県

税
及
び
町
税
等
の
滞
納
が
な
い

者・
設
置
し
た
発
電
設
備
が
発
電

し
た
電
力
を
住
宅
に
お
い
て
消

費
す
る
者

・
補
助
金
交
付
決
定
後
に
契
約

を
実
施
す
る
事
業

・
令
和
８
年
１
月
31
日
ま
で
に

設
備
を
設
置
し
、
実
績
報
告
が

で
き
る
者

︻
補
助
金
額
︼

太
陽
光
発
電
設
備

１
kW
あ
た
り
５
万
円

上
限…

５
kW
　
上
限
25
万
円

蓄
電
池
設
備

１
kW
あ
た
り
５
万
円

上
限…

10
　
　
上
限
50
万
円

︻
そ
の
他
︼

・
事
前
の
申
請
が
必
要
で
す
。

・
令
和
７
年
度
よ
り
店
舗
兼
住

宅
も
補
助
対
象
に
な
り
ま
し
た
。

・
訪
問
、
電
話
等
で
の
勧
誘
が
予

想
さ
れ
ま
す
の
で
、
導
入
の
際

は
、
ご
家
族
等
で
話
し
合
い
の

う
え
、
申
し
込
み
を
お
願
い
し

ま
す
。

　
補
助
要
件
等
の
詳
細
は
、
左

記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

︻
お
問
い
合
わ
せ
先
︼

　
産
業
課
　
浦
口
　
拓
人

　
　
　
　
　
☎
55‐

２
０
２
１

住
宅
用
太
陽
光
発
電
設
備
等

導
入
推
進
事
業
費
補
助
金
の

ご
案
内

kW

　
新
た
に
町
内
に
出
店
す
る
方

を
応
援
し
ま
す
！

︻
対
象
者
︼

町
内
に
住
む
個
人
、
団
体
、
事
業

者
等
で
町
内
に
出
店
す
る
方

︻
対
象
事
業
︼

・
町
内
で
の
新
た
な
店
舗
出
店

・
町
内
で
の
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
に

よ
る
移
動
販
売

︻
補
助
率
︼

補
助
対
象
経
費
の
25
％
以
内

︻
補
助
額
︼上
限
100
万
円

︻
補
助
対
象
経
費
︼

出
店
に
必
要
な･･･

　
機
械
装
置
費
、広
報
費
、借
料
、

専
門
家
謝
金
、
工
事
費
、
備
品
購

入
費
、委
託
費
な
ど

︻
募
集
期
間
︼

令
和
７
年
５
月
１
日︵
木
︶

　
　
　
〜
12
月
26
日︵
金
︶

　
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
詳
細
の

内
容
を
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

ご
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。ま
た
、
申
請
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
事
前
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

︻
お
問
い
合
わ
せ
先
︼

　
　
産
業
課
　
石
元
　
和
奈

　
　
　
　
☎
55‐

２
０
２
１

︵
新
︶津
野
町
出
店
等
応
援
事
業

費
補
助
金
の
ご
案
内
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１.

利
用
促
進
事
業

　
新
規
就
農
者
や
農
業
後
継
者

等
の
安
定
し
た
農
業
経
営
を
図

る
た
め
空
き
ハ
ウ
ス
再
利
用
に

要
す
る
経
費
を
補
助

︻
対
象
者
区
分
︼

・
新
規
就
農
者

・
規
模
拡
大
者

・
事
業
継
承
者

︻
補
助
対
象
経
費
︼

①
ハ
ウ
ス
本
体
資
材
・
潅
水
設

備
・
フ
ィ
ル
ム
資
材
費

②
ハ
ウ
ス
内
の
機
械
設
備
費

︻
補
助
限
度
額
︼

①
10
ａ
当
た
り
65
万
円

②
10
ａ
当
た
り
35
万
円

︻
補
助
率
︼　
1/2
以
内

２.

撤
去
支
援
事
業

　
ハ
ウ
ス
農
地
の
荒
廃
化
防
止

の
た
め
の
撤
去
や
移
設
に
要
す

る
経
費
を
補
助

︻
補
助
事
業
区
分︵
内
容
︶︼

①
ハ
ウ
ス
跡
地
利
用
事
業
︵
ハ

ウ
ス
を
撤
去
し
、
更
地
に
し
て

農
地
と
し
て
利
用
︶

②
ハ
ウ
ス
資
材
再
利
用
事
業

︵
①
の
内
容
に
加
え
、
ハ
ウ
ス
解

体
後
の
資
材
を
他
農
地
へ
運
搬

し
、再
設
置
し
て
利
用
︶

︻
補
助
対
象
経
費
︼

①
ハ
ウ
ス
の
解
体
、
運
搬
及
び

処
分
に
要
す
る
経
費

②
ハ
ウ
ス
の
解
体
、
運
搬
及
び

再
設
置
に
要
す
る
経
費

︻
補
助
限
度
額
︼

①
②
共
に
10
ａ
当
た
り
50
万
円

︻
補
助
率
︼　
1/2
以
内

　
両
事
業
、
詳
細
に
つ
い
て
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

︻
お
問
い
合
わ
せ
先
︼

　
　
産
業
課
　
木
原
　
美
佐

　
　
　
　
　
☎
55-

２
０
２
１

ご
存
知
で
す
か
？

　
福
祉
資
格
取
得
助
成
制
度

　
町
で
は
介
護
等
福
祉
に
携
わ

る
人
材
の
確
保
及
び
在
宅
支
援

を
図
る
た
め
、
福
祉
に
携
わ
る

意
欲
の
あ
る
町
民
に
対
し
、
資

格
取
得
等
に
係
る
費
用
の
全
部

又
は
一
部
を
助
成
し
て
お
り
ま

す
。

◎
助
成
の
対
象
と
な
る
方

　
次
の
各
号
の
い
ず
れ
に
も
該

当
す
る
方
。

⑴
　
町
内
に
住
所
を
有
し
て
い

　
　
る
方
か
つ
資
格
取
得
日
か

　
　
ら
起
算
し
て
町
内
に
３
年

　
　
間
住
所
を
有
す
る
見
込
み

　
　
の
あ
る
方

⑵
　
国
及
び
他
の
地
方
公
共
団

　
　
体
か
ら
の
類
似
の
助
成
等

　
　
を
受
け
て
い
な
い
方

⑶
　
当
該
世
帯
に
町
税
及
び
公

　
　
共
料
金
等
を
滞
納
し
て
い

　
　
な
い
方

◎
対
象
と
な
る
福
祉
資
格

⑴
　
介
護
職
員
初
任
者
研
修

⑵
　
介
護
福
祉
士
実
務
者
研
修

⑶
　
介
護
福
祉
士

◎
助
成
金
の
額

　
福
祉
資
格
の
取
得
に
要
し
た

受
講
料
、
資
格
登
録
費
用
、
受
験

料
及
び
教
材
の
購
入
費
用
と

し
、15
万
円
を
限
度
と
し
ま
す
。

︻
お
問
い
合
わ
せ
先
︼

　
介
護
福
祉
課
　
楠
目
　
悦
生

　
　
　
　
　
☎
62-

２
３
１
３

利
用
さ
れ
て
い
な
い

　
園
芸
用
ハ
ウ
ス︵
空
き
ハ
ウ
ス
︶に

　
　
　
活
用
で
き
る
補
助
事
業
の
ご
案
内

　　５月15日から新荘川において、ぎじづり・ともづり・徒手採捕・すくい網の漁具・漁法でアユ漁

が解禁となります。協力金をお支払のうえお楽しみください。      

―新荘川におけるアユ漁の解禁について―        

☎



21 №243　2025.５

　
津
野
町
で
は
、
県
内
の
関
係

市
町
村
が
連
携
し
て
、
観
光
Ｐ

Ｒ
や
地
場
産
品
等
の
販
売
活
動

を
行
う
こ
と
で
、
高
知
県
全
体

の
経
済
活
性
を
目
的
と
し
た

﹃
れ
ん
け
い
こ
う
ち
　
日
曜
市

出
店
事
業
﹄
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
出
店
を
希
望
す
る
方
は
、

日
程
を
確
認
の
上
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

販
売
品
目･･･

津
野
町
で
生
産
さ

れ
た
農
産
物
及
び
農
産
物
加
工

品
、
特
産
工
芸
品
な
ど

※

現
地
調
理
及
び
鮮
肉
や
鮮
魚

等
の
販
売
は
で
き
ま
せ
ん
。

︻
令
和
７
年
度 

出
店
可
能
日
︼

令
和
７
年
５
月
11
日
︵
日
︶　

         

　
７
月
20
日
︵
日
︶　

         

　
10
月
５
日
︵
日
︶　

         

　
12
月
14
日
︵
日
︶　

令
和
８
年
２
月
22
日
︵
日
︶　

︻
お
問
い
合
わ
せ
先
︼

　
産
業
課
　
石
元
　
和
奈
　
　  

　
　
　
　
　
☎
55‐

２
０
２
１

高
知
市
の
日
曜
市

出
店
募
集

　
６
月
１
日
か
ら
四
万
十
川

(

北
川
川
・
梼
原
川
他

)

に
お
け

る
ア
ユ
漁
が
解
禁
に
な
り
ま
す
。

津
野
町
魚
族
保
護
会
は
、
北
川

川
流
域
に
稚
ア
ユ
１
，
４
５
５

㎏
を
放
流
し
ま
し
た
。

　
津
野
町
・
梼
原
町
で
は
、
釣

り
な
ど
の
遊
漁
を
よ
り
多
く
の

方
々
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
た

め
、魚
族
の
増
殖
、河
川
の
愛
護
、

遊
漁
者
の
マ
ナ
ー
向
上
を
目
的

と
し
た
遊
漁
券
を
発
行
し
、
協

力
金
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

所
定
の
販
売
所
で
遊
漁
券
を
お

買
い
求
め
の
上
、
お
楽
し
み
く

だ
さ
い
。

︻
遊
漁
対
象
河
川
︼

梼
原
町
及
び
津
野
町
の
河
川
の

う
ち
、
梼
原
川
、
四
万
川
川
、
北

川
川
、
力
石
川
等
の
全
河
川︵
船

戸
川
を
除
く
︶

︻
遊
漁
の
ル
ー
ル
に
つ
い
て
︼

〇
ア
ユ
の
え
さ
釣
り
に
つ
い
て

は
区
域
・
餌
等
に
規
制
が
あ
り

ま
す
。

ま
た
、
釣
り
専
用
区
域
を
設
け

て
い
ま
す
。

〇
漁
法
の
専
用
区
域
が
ご
ざ
い

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
遊
漁
券
購
入
時
の

チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

〇
ワ
ッ
ペ
ン
は
、
車
等
に
置
か

ず
に
必
ず
身
に
着
け
遊
漁
を
お

楽
し
み
く
だ
さ
い
。

〇
夏
休
み
の
期
間
中
、
小
中
学

生
を
対
象
に
開
放
し
て
い
る
ゾ

ー
ン
が
あ
り
ま
す
。
子
供
た
ち

優
先
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

〇
冷
水
病
の
発
生
に
つ
な
が
る

恐
れ
が
あ
る
た
め
、
池
の
死
魚
・

病
魚
な
ど
は
川
に
捨
て
な
い
で

く
だ
さ
い
。

〇
釣
り
糸
・
釣
り
針
や
ゴ
ミ
は

必
ず
お
持
ち
帰
り
く
だ
さ
い
。

︻
津
野
町
魚
族
保
護
会
に
つ
い

て
︼

　
４
年
間
の
津
野
町
魚
族
保
護

会
委
員
の
任
期
を
迎
え
、
４
月

よ
り
新
た
に
委
員
が
委
嘱
さ
れ

ま
し
た
。

　
保
護
会
で
は
、
ア
ユ
等
の
放

流
や
違
法
乱
獲
の
監
視
、
遊
漁

場
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
の
草
刈
り

な
ど
、
遊
漁
を
楽
し
ん
で
い
た

だ
く
た
め
の
活
動
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。

　
遊
漁
を
さ
れ
る
皆
さ
ま
に
は
、

保
護
会
の
活
動
へ
の
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

︻
お
礼
︼

　
北
川
川
の
ア
ユ
放
流
に
つ
き

ま
し
て
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
を

活
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

︻
お
問
い
合
わ
せ
先
︼

　
産
業
課
　
谷
脇
　
吉
貴

　
　
　
　
　
☎
55‐

２
０
２
１

四
万
十
川
　
ア
ユ
漁
解
禁
！
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︻
対
象
者
︼

　

町
内
に
住
所
を
有
し
、
居
住

し
て
い
る
個
人
又
は
団
体
で
、

事
業
所
、
生
産
施
設
等
を
町
内

に
有
す
る
者

︻
対
象
事
業
︼

　

既
存
商
品
の
改
良
、
新
商
品

の
開
発
、
訓
子
府
町
の
特
産
品

を
使
用
し
た
商
品
の
開
発

︻
補
助
率
︼

既
存
商
品
の
改
良…

1/2
以
内

新
商
品
の
開
発…

2/3
以
内

訓
子
府
町
の
特
産
品
を
使
用
し

た
商
品
の
開
発…

4/5
以
内

︻
補
助
対
象
経
費
︼

　

商
品
開
発
に
必
要
な
消
耗
品

費
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
用
ラ
ベ
ル
印

刷
費
、
材
料
費
な
ど
。※

機
械
な

ど
の
備
品
の
購
入
費
は
対
象
外

上
限
30
万
円

︻
補
助
要
件
︼

次
の
①
〜
③
を
全
て
満
た
す
こ

と
。

①
開
発
す
る
商
品
が
個
包
装
さ

れ
た
加
工
品
で
あ
る
こ
と
。

②
本
事
業
を
活
用
し
て
で
き
た

商
品
は
事
業
終
了
後
３
年
間
製

造
販
売
し
、
尚
且
つ
３
年
間
津

野
町
の
ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品

に
登
録
で
き
る
商
品

※

ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
登
録

　

に
は
次
の
よ
う
な
基
準
が
あ

　

り
ま
す
。

・
町
内
に
お
い
て
生
産
さ
れ
た

　

も
の
で
あ
る
こ
と
。

・
町
内
に
お
い
て
商
品
の
原
材

　

料
の
主
要
な
部
分
が
生
産
さ

　

れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
、等
。

③
商
品
開
発
に
あ
た
っ
て
ほ
か

の
補
助
金
等
を
活
用
し
て
い
な

い
こ
と
。

︻
申
請
受
付
期
間
︼

令
和
７
年
12
月
26
日︵
金
︶ま
で

　

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
詳
細
の

内
容
を
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で

ご
覧
い
た
だ
き
、
ご
不
明
な
点

が
あ
り
ま
し
た
ら
お
気
軽
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

︻
お
問
い
合
わ
せ
先
︼

　
　

産
業
課　

石
元　

和
奈

　
　
　
　
　

☎
55‐

２
０
２
１

津
野
町
商
品
開
発
支
援
事
業
費
補
助
金
の
ご
案
内

　
令
和
７
年
３
月
11
日︵
火
︶に
、

〜
津
野
町
体
験
マ
ル
シ
ェ
〜

﹃
つ
の
つ
ね
づ
ね
＃
５
﹄
の
成
果

報
告
会
及
び
交
流
会
が
行
な
わ

れ
ま
し
た
。

　﹁
つ
の
つ
ね
づ
ね
﹂
と
は
、
町

内
事
業
者
が
考
案
し
た
津
野
町

な
ら
で
は
の
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
集
め
、
１
〜
２
ヶ
月
の
期
間

に
開
催
す
る
体
験
博
の
こ
と
で
、

令
和
２
年
度
か
ら
実
施
し
て
い

ま
す
。﹃
つ
の
つ
ね
づ
ね
＃
５
﹄

で
は
﹁
初
の
試
み
﹂
と
し
て
年
に

２
回
、
夏
と
冬
に
開
催
し
、
24
の

体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
造
成
さ
れ
、

124
名
の
方
が
た
に
ご
参

加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
成
果
報
告
会
で
は
、

事
務
局
よ
り
、
お
客
様

ア
ン
ケ
ー
ト
を
も
と
に

分
析
し
た
成
果
報
告
を

行
い
ま
し
た
。
ア
ン
ケ

ー
ト
で
は
﹁
日
頃
で
き

な
い
体
験
が
で
き
た
﹂

﹁
準
備
が
し
っ
か
り
さ

れ
た
体
験
で
こ
の
体
験

料
は
安
い
﹂﹁
事
前
の
連

絡
に
心
配
り
を
感
じ
た

﹁
毎
年
参
加
し
た
い
﹂
な

ど
の
意
見
を
た
く
さ
ん

い
た
だ
い
て
お
り
、
今

回
で
５
回
目
の
開
催
と

な
り
ま
し
た
が
、
同
じ

内
容
の
体
験
プ
ロ
グ
ラ

ム
で
は
な
く
、
常
に
よ

り
よ
い
も
の
を
作
り
た

い
と
い
う
思
い
を
持
っ
た
町
内

事
業
者
さ
ん
が
た
く
さ
ん
い
ら

っ
し
ゃ
る
か
ら
こ
そ
、
新
し
い

体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
造
成
さ
れ
、

そ
れ
が
結
果
に
つ
な
が
っ
た
と

感
じ
ま
し
た
。

　
交
流
会
で
は
、
お
一
人
ず
つ

自
己
紹
介
を
行
い
、
そ
れ
ぞ
れ

の
活
動
を
共
有
す
る
な
か
で

﹁
つ
の
つ
ね
づ
ね
を
通
じ
て
○

○
な
良
い
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
！
﹂﹁
私
た
ち
も
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
体
験
し
て
感
想
を
言
い
合
う

の
は
ど
う
？
﹂﹁
〇
日
に
□
□
で

イ
ベ
ン
ト
を
し
ま
す
の
で
来
て

く
だ
さ
い
！
﹂な
ど
、
普
段
交
流

す
る
こ
と
の
な
い
方
た
ち
と
の

情
報
交
換
の
場
と
な
り
、
次
回

に
向
け
て
よ
り
結
束
が
深
ま
っ

た
、
と
て
も
有
意
義
な
時
間
と

な
り
ま
し
た
。

　
令
和
７
年
度
の
﹁
つ
の
つ
ね

づ
ね
﹂は
、
冬
季
開
催
を
予
定
し

て
い
ま
す
。
津
野
町
な
ら
で
は

の
体
験
と
交
流
を
通
じ
て
、
多

く
の
方
に
津
野
町
の
フ
ァ
ン
と

な
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
皆

さ
ま
の
﹁
こ
ん
な
こ
と
や
っ
て

み
た
い
！
﹂
な
ど
の
企
画
や
ア

イ
デ
ア
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　︵
観
光
推
進
課
︶

﹃
つ
の
つ
ね
づ
ね
＃
５
﹄
成
果
報
告
会
開
催

﹂
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学
力
向
上
対
策
室
は
本
年
度

で
13
年
目
を
迎
え
ま
す
。
今
年

は
元
・
香
美
市
教
育
長
の
白
川

景
子
先
生
を
お
迎
え
し
、
探
究

的
な
学
び
に
つ
い
て
研
究
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
探
究
的
な
学
び
と
は
、
興
味

を
持
っ
た
テ
ー
マ
に
対
し
て
自

分
で
問
い
を
立
て
、
調
べ
、
実
践

し
な
が
ら
学
ん
で
い
く
方
法
で

す
。

　
た
と
え
ば
昨
年
度
、
中
央
小

学
校
の
６
年
生
は
﹁
津
野
町
の

知
名
度
を
上
げ
よ
う
﹂
と
い
う

テ
ー
マ
を
掲
げ
、
グ
ル
ー
プ
学

習
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、

つ
の
フ
ェ
ス
の
バ
ス
ガ
イ
ド
や

か
ぶ
せ
茶
ラ
テ
の
試
飲
活
動
、

P
R
動
画
の
作
成
な
ど
を
行

い
、
地
域
の
魅
力
を
発
信
し
ま

し
た
。

　
ま
た
、
東
津
野
中
学
校
で
は
、

津
野
山
古
式
神
楽
に
つ
い
て
、

舞
と
共
に
そ
の
ル
ー
ツ
を
学

び
、
愛
着
を
持
っ
て
学
習
に
取

り
組
み
、
数
々
の
ス
テ
ー
ジ
で

素
晴
ら
し
い
舞
を
披
露
し
ま
し

た
。さ
ら
に
、
自
分
た
ち
の
思
い

を
込
め
た
ゆ
る
キ
ャ
ラ
の
デ
ザ

イ
ン
も
行
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、

３
月
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
学
び
を

元
に
、
町
長
に
提
言
を
行
い
ま

し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
学
び
方
を
﹁
探

究
的
な
学
び
﹂
と
言
い
ま
す
。学

年
や
教
科
に
関
わ
ら
ず
、
探
究

的
な
学
び
を
進
め
る
こ
と
で
、

子
ど
も
た
ち
の
問
題
解
決
能
力

や
考
え
る
力
、
協
力
す
る
力
、
想

像
す
る
力
な
ど
が
育
ま
れ
て
い

く
と
考
え
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
i
P
a
d
や
情
報

機
器
を
活
用
し
た
教
育
を
推
進

し
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
外
国
語
教
育
で
は
、
授

業
に
加
え
て
３
名
の
A
L
T
や

オ
ン
ラ
イ
ン
英
会
話
を
通
し

て
、
よ
り
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
楽
し
ん
で
も
ら
い
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
幼
小
中
の
連
携
を
図

り
な
が
ら
、
令
和
７
年
度
の
取

り
組
み
を
進
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

(

教
育
委
員
会
　
三
上
　
由
佳)

学
力
向
上
対
策
室
よ
り

　津野山大学とは、津野町にあふれる魅力的な自然・歴史・伝統・農産物などを学習や体験を通

して再発見し、津野町への愛情や誇りを深めることを目的として平成 30 年度から開校しています。

本年度の第１回目講座は、「春の植物観察会 iｎ 天狗高原」を令和７年５月２４日（土）に開催しま

す。

　高知県立牧野植物園の鴻上泰さんを講師に招き、天狗高原を散策しながら、見つかった花や山野

草について学習します。

　たくさんの方のお申し込みをお待ちしております。

○開催日時

　令和７年５月 24 日（土）　10 時 30 分～ 12 時まで

○その他

　お申し込み方法につきましては、別紙 回覧のチラシをご覧ください。

　　　　　　　　　　　　　　　【お問い合わせ先】　教育委員会　鍋島　友弥　　☎62-2258

令和７年度　津野山大学第１回目講座を開催します！
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一
生
に
一
度
の
﹁
20
歳
を
祝

う
会
﹂
を
皆
さ
ん
で
作
り
あ
げ

て
み
ま
せ
ん
か
？
興
味
の
あ
る

方
は
ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

お
友
達
同
士
の
ご
応
募
も
大
歓

迎
で
す
。

︻
応
募
対
象
者
︼

・
令
和
７
年
度
に
20
歳
を
迎
え

ら
れ
る
方
︵
平
成
17
年
４
月
２

日
〜
平
成
18
年
４
月
１
日
生
ま

れ
︶

・
津
野
町
に
縁
の
あ
る
青
年
有

志
の
方

・
月
１
回
開
催
予
定
の
実
行
委

員
会
に
参
加
で
き
る
方

︻
活
動
内
容
︼

実
行
委
員
会
の
開
催
︵
５
〜
６

回
予
定
︶

・﹁
20
歳
を
祝
う
会
﹂
の
テ
ー
マ

や
企
画
の
考
案

・
記
念
品
の
選
定
、
記
念
冊
子
・

し
お
り
の
制
作

・
当
日
の
式
典
運
営
︵
司
会
進

行
等
︶

・
そ
の
他
﹁
20
歳
を
祝
う
会
﹂

に
関
す
る
こ
と

︻
募
集
期
間
︼

令
和
７
年
５
月
１
日
〜
５
月
31

日
ま
で

︻
応
募
方
法
︼

電
話
ま
た
は
メ
ー
ル
で
、
氏
名
・

電
話
番
号
・
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
・

出
身
中
学
校
を
左
記
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

︻
お
問
い
合
わ
せ
先
︼

津
野
町
教
育
委
員
会
事
務
局

　
☎
62-

２
２
５
８

▶
昨
年
度
の
実
行
委
員

　
　k

y
o
u

ik
u

@
to

w
n

.

　
　k

o
c
h

i-ts
u

n
o
.lg

.jp

20
歳
を
祝
う
会
実
行
委
員
を
募
集
し
ま
す
！

バ
レ
ー
リ
ー
グ
戦
の
全
日
程
終
了
！
︵
令
和
６
年
度
︶

順位 チーム名

１位 チョコパイパイ

２位 一区体育会

３位 ジブリ♡

４位 まゆみさん

５位 いちご大福

順位 チーム名

１位 上分

２位 葉山体育会

３位 津野山

４位 一区体育会

５位 みつば

　
１
区
体
育
会
で
は
、
ス
ポ
ー

ツ
を
通
じ
て
地
域
に
健
康
と
交

流
を
兼
ね
た
楽
し
み
の
場
を
作

ろ
う
と
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
・
ス

カ
ッ
シ
ュ
バ
レ
ー
の
二
種
目
の

リ
ー
グ
戦
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
年
間
を
通
じ
て
楽
し
む
た
め

に
二
ヶ
月
に
１
回
の
試
合
を
行

い
、
１
年
間
の
合
計
得
点
で
順

位
を
競
っ
て
い
ま
す
。
令
和
６

年
度
も
２
月
に
最
終
戦
を
行
い

全
日
程
が
終
了
し
ま
し
た
。
各

リ
ー
グ
戦
の
成
績
は
次
の
と
お

り
で
す
。

■バレーボールリーグ

■スカッシュバレーリーグ

［主催］　一区体育会バレー部

［主催］　一区体育会スカッシュバレー部

▲上分チーム

▲チョコパイパイ
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令
和
７
年
３
月
23
日
︵
日
︶

に
第
12
回
Ｂ
＆
Ｇ
財
団
会
長
杯

四
国
ブ
ロ
ッ
ク
高
校
女
子
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
大
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
こ
の
大
会
は
、
津
野
町
東
津

野
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
を
メ

イ
ン
会
場
に
開
催
さ
れ
、
高
知

県
内
か
ら
７
チ
ー
ム
、
愛
媛
県

か
ら
３
チ
ー
ム
、
徳
島
県
か
ら

１
チ
ー
ム
の
計
11
チ
ー
ム
の
参

加
が
あ
り
ま
し
た
。

　
力
強
い
ス
パ
イ
ク
、
高
い
ブ

ロ
ッ
ク
、
粘
り
強
い
レ
シ
ー
ブ

な
ど
、
選
手
の
み
な
さ
ん
は
日

頃
の
練
習
の
成
果
を
存
分
に
発

揮
し
、
ハ
ツ
ラ
ツ
と
し
た
プ
レ

第
12
回
Ｂ
＆
Ｇ
財
団
会
長
杯
四
国
ブ
ロ
ッ
ク

高
校
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
開
催
！

ー
で
観
客
を
魅
了
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
息
の
合
っ
た
応
援
で

会
場
は
熱
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　
予
選
の
結
果
、
高
知
国
際
高

校
、
高
知
東
高
校
、
安
芸
高
校

が
決
勝
リ
ー
グ
に
勝
ち
上
が
り

ま
し
た
。
決
勝
リ
ー
グ
で
も
各

校
が
互
い
に
譲
ら
な
い
戦
い
を

繰
り
広
げ
、
見
事
高
知
国
際
高

校
が
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　︵
教
育
委
員
会
︶

︻
大
会
結
果
︼

　
優
　
勝
　
高
知
国
際
高
校

　
準
優
勝
　
高
知
東
高
校

　
第
３
位
　
安
芸
高
校

　
葉
山
柔
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

出
身
の
大
﨑
優
笑
明
徳
義
塾
高

校
２
年
生
、
國
澤
天
晴
同
１
年

生
、
高
野
葉
乃
高
知
高
校
１
年

生
が
第
47
回
全
国
高
校
柔
道
選

手
権
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。

　
３
月
19
日
︵
個
人
戦
︶、
20
日

︵
団
体
戦
︶
の
日
程
で
行
わ
れ
19

日
の
個
人
戦
に
は
男
子
81
㎏
級

の
部
に
國
澤
選
手
、
女
子
52
㎏

級
の
部
に
高
野
選
手
が
出
場
。

20
日
の
団
体
戦
に
は
明
徳
義
塾

高
校︵
先
鋒
…
國
澤
、
大
将
…
大

﨑
︶、
高
知
高
校︵
先
鋒
…
高
野
︶

と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
出
場
し
ま
し

た
。

　
地
域
の
皆
さ
ま
の
温
か
い
声

援
、
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
の
後
輩
た

ち
の
期
待
を
背
負
い
挑
み
ま
し

た
が
、
個
人
戦
、
団
体
戦
と
も
１

回
戦
で
惜
し
く
も
敗
退
し
ま
し

た
。
こ
の
悔
し
さ
を
良
い
経
験

と
し
次
に
活
か
し
て
ほ
し
い
で

す
。

　
ま
た
、
小
学
生
の
頃
か
ら
津

野
町
で
練
習
し
て
き
た
仲
間
が

そ
れ
ぞ
れ
の
道
を
選
び
進
学

し
、
同
じ
全
国
大
会
の
舞
台
に

立
て
た
こ
と
は
地
域
の
皆
さ
ま

や
家
族
へ
の
恩
返
し
に
な
り
ま

し
た
。な
に
よ
り
、
後
輩
た
ち
の

刺
激
に
な
り
後
に
続
い
て
く
れ

る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
の
３
人
の
活
躍
と
成
長

に
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

︵
葉
山
柔
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
︶

※
学
年
は
３
月
当
時
の
学
年
に

な
り
ま
す
。

全
国
大
会
に
３
選
手
が
出
場

ゆ
う
し
ょ
う

て
ん
せ
い

は
　
の
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水曜日 木曜日 金曜日 土曜日

く ろ し お 病 院く ぼ か わ 病 院

く ぼ か わ 病 院 く ろ し お 病 院

く ろ し お 病 院

く ろ し お 病 院 く ぼ か わ 病 院

く ろ し お 病 院

不燃ごみ・粗大ごみ収集日 ビン・缶・ペットボトル収集日

171615

22 2423

14

21

食改・健康ウォーキングのお知らせ
日　時：令和７年５月１０日（土）午前９：００～
コース：白石地区　駄場周辺
集合場所：白石　駄場みどりの広場
持ち物：飲み物・帽子・タオル等
どなたでも参加できます。一緒に歩きませんか？（雨天中止）

く ろ し お 病 院

　【お問い合わせ先】 津野町食生活改善推進協議会事務局　担当　山﨑加代子　☎090-6885-0061

10

3

9
新本庁舎開庁
と　き：午前８時30分〜

　　育児相談ほしのわ
受　付：午前９時〜10時30分
ところ：町立図書館かわうそ館 しずくちゃん広場

受　付：午前９時30分〜10時
ところ：総合保健福祉センター里楽Engl i sh  c lub

（英会話&サポートクラブ）
と　き：午後４時〜５時30分
ところ：町立図書館かわうそ館
対　象：町内の全学生

87

く ぼ か わ 病 院

可燃ごみ収集日一覧

（葉山地域）

毎週 月曜・木曜‥葉山地域東部

毎週 火曜・金曜‥葉山地域西部

（東津野地域）

毎週 月曜・木曜‥東津野地域中東部

毎週 火曜・金曜‥東津野地域北西部
く ろ し お 病 院く ろ し お 病 院

21

人権・行政相談
と　き：午前10時〜午後３時
ところ：西庁舎２階

く ろ し お 病 院

く ろ し お 病 院

く ろ し お 病 院

く ろ し お 病 院

29 3130

く ろ し お 病 院 く ぼ か わ 病 院

28

く ぼ か わ 病 院

アユ漁解禁（新荘川） 運動会（葉山小・中央小）
と　き：午前８時30分〜正午
ところ：各学校

Engl i sh  c lub
（英会話&サポートクラブ）
と　き：午後４時〜５時30分
ところ：町立図書館虎太郎館
対　象：町内の全学生

県立巡回図書
と　き：午前10時50分〜
　　　　午後12時10分
ところ：町立図書館虎太郎館
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５月５月

18

日曜日 月曜日 火曜日

つ の カ レ ン ダ ー

くろしお病院

20

くろしお病院

27

19

2625

5

55-2230（総合センターで受付）

6

高 陵 病 院

くぼかわ病院

4

と　き：午前8時30分〜正午
ところ：宮谷堆肥センター前

と　き：午前10時〜午後３時
ところ：かわうそ自然公園

西地区（東津野地域）

不燃ごみ・粗大ごみ

11

と　き：午前8時30分〜午後5時
ところ：大谷収集場

不燃ごみ・粗大ごみ

高 陵 病 院くぼかわ病院

東地区（葉山地域）

くぼかわ病院 梼　原　病　院

くぼかわ病院 高 陵 病 院

梼　原　病　院

12 13

と　き：第１・３土曜日
　　　　午前11時30分
　　　〜正午
ところ：津野町立図書館
　　　　かわうそ館

くろしお病院

　新聞、雑誌、ダンボールは、役
場本庁・西庁の無人回収場所で、
毎日無料で受け入れています。
（受け入れ時間：午前8時30分〜
午後5時まで）
※整理整頓をして置くようにして
ください。

第21回津野町ふれあい特産市

津野町立図書館かわうそ館・
虎太郎館の開館時間と休館日

　開館時間　午前10時〜午後６時
　休館日　　毎週火曜日・第４金曜日・祝日
　　　　　　年末年始・特別整理期間
　　　12月27日~1月3日まではお休みです。

　　かわうそ館　☎５５-３００１
　　虎太郎館　　☎６２-３５５５

すくすく広場・おひさま広場

おひさま広場　ところ：さくらんぼ園

　　　　　　　と　き：午前9時30分～午前11時

5 月 1日、8日、13日、15日、20日、22日、27日、29日

すくすく広場　ところ：にじいろ園

　　　　　　　と　き：午前9時30分～午前11時

　　　　　　　　　　　5月 20日、22日、27日、29日

行事や感染症の発生状況により変更する場合があります

5月7日から一部電話番号が変わります。
詳しくは５pをご覧ください。
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訓子府町
くんねっぷ

訓子府町
くんねっぷ

（北海道訓子府町）

姉妹町からのお便り

二
ツ
家
　

森
田
美
智
子

久
保
川
　

坂
本
　
千
栄

高
知
市
　

西
崎
　
直
子

船
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松
岡
　
惠
子

船
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西
村
　
　
久

桜
バ
ナ
滞
空
わ
ず
か
吾
の
窓
に

結
に
よ
る
田
植
賑
わ
し
昭
和
か
な

た
ん
ぽ
ぽ
や
解
剖
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続
く
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い
く
た
び
も
色
か
え
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五
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雨
る
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と
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が
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オ
ニ
オ
ン
吹
奏
楽
団
第
20
回
定
期
演
奏
会
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訓子府町
くんねっぷ

訓子府町
くんねっぷ

（北海道訓子府町）

姉妹町からのお便り姉妹町からのお便り

死　　　　　　亡

地
区
名

氏
　
　
　
名

年
齢

死
亡
年
月
日

＊
こ
の
コ
ー
ナ
ー
へ
の
掲
載
を
希
望
さ
れ
な
い
方
は
、
届
け
出
時
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

老
人
ホ
ー
ム（
東
津
野
）

梶　
　

足

老
人
ホ
ー
ム（
東
津
野
）

宇
津
ヶ
藪

古
味
口

王　
　

子

老
人
ホ
ー
ム（
葉
山
）

北
川
上

新
田
７
班

西　
　

谷

老
人
ホ
ー
ム（
葉
山
）

松　

岡　

陽　

子

高　

橋　

宮　

子

川　

上　

豊　

明

福　

井　

國　

久

西　

添　

直　

子

永　

野　

愉
多
子

岡　

田　

美
惠
子

大　

谷　

徒　

男

宇
都
宮　

由
利
子

森　

光　
　

敦

福　

井　

正　

則

ご
冥
福
を
祈
り
お
悔
や
み
申
し
あ
げ
ま
す
。
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３
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︵
敬
称
略
︶

　
町
内
の
社
会
人
を
中
心
に
活
動
す
る
オ
ニ
オ
ン

吹
奏
楽
団
の
第
20
回
定
期
演
奏
会
が
、
３
月
22
日

に
町
公
民
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
同
吹
奏
楽
団
は
町
民
を
中
心
に
、
さ
ま
ざ
ま
な

職
業
の
音
楽
愛
好
家
で
構
成
さ
れ
、
平
成
14
年
に

オ
ニ
オ
ン
ウ
イ
ン
ド
ー
ズ
と
し
て
設
立
し
た
の
が

始
ま
り
で
す
。
そ
の
後
、
オ
ニ
オ
ン
吹
奏
楽
団
に

改
名
し
、
町
民
に
親
し
ま
れ
る
楽
団
と
し
て
幅
広

く
活
動
し
て
い
ま
す
。
　

　
当
日
は
３
部
構
成
で
行
わ
れ
、
第
２
部
の
特
別

企
画
で
は
町
内
で
活
動
す
る
劇
団
﹁
訓
子
府
座
﹂

と
の
共
演
で
、
名
探
偵
コ
ナ
ン
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
演

劇
を
演
奏
に
合
わ
せ
て
披
露
し
ま
し
た
。
　
　

　
来
場
者
の
一
人
は
﹁
毎
回
、
素
敵
な
演
奏
で
楽

し
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。
今
回
の
訓
子
府
座
と
の
共

演
は
と
て
も
良
か
っ
た
で
す
。
来
年
も
ぜ
ひ
、
共

演
し
て
ほ
し
い
で
す
ね
﹂
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
会
場
に
は
、
町
内
外
か
ら
約
280
人
が
訪
れ
、
出

演
者
の
演
奏
に
温
か
い
拍
手
を
送
っ
て
い
ま
し

た
。

二
ツ
家
　

森
田
美
智
子

久
保
川
　

坂
本
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高
知
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西
崎
　
直
子

船
戸
　

松
岡
　
惠
子

船
戸
　

西
村
　
　
久

桜
バ
ナ
滞
空
わ
ず
か
吾
の
窓
に

結
に
よ
る
田
植
賑
わ
し
昭
和
か
な

た
ん
ぽ
ぽ
や
解
剖
室
に
続
く
道

い
く
た
び
も
色
か
え
し
山
五
月
雨
る
る

猫
柳
雨
粒
ポ
イ
と
転
が
し
て

︵
令
和
７
年
３
月
届
け
出
分
︶

お
め
で
た
と

お
く
や
み

オ
ニ
オ
ン
吹
奏
楽
団
第
20
回
定
期
演
奏
会

夫
　
妻

地
区
名
・
住
所

氏
　
　
　
名

中　

本　
　

治

岡　

田　

明　

華

夫妻

︷

東
　
　
　
　
　
林

高
　
　
知
　
　
市

河　

上　

桐　

也

柳　

本　

沙
耶
香　

夫妻

︷

楠
　
　
木
　
　
山

須
　
　
崎
　
　
市

末
永
い
お
幸
せ
を
お
祈
り
し
ま
す
。

婚姻
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こ
ど
も
園
だ
よ
り

認
定
こ
ど
も
園

に
じ
い
ろ
園

さ
く
ら
ん
ぼ
園

　
４
月
４
日
に
、
に
じ
い
ろ
園
・

さ
く
ら
ん
ぼ
園
で
は
、
令
和
７
年

度
の
入
園
・
進
級
式
を
行
い
ま

し
た
。

　
に
じ
い
ろ
園
で
は
101
名
、
さ
く

ら
ん
ぼ
園
で
は
27
名
の
子
ど
も

た
ち
が
保
護
者
と
一
緒
に
登
園

し
、
新
年
度
の
ス
タ
ー
ト
を
し
ま

し
た
。

　
両
園
で
は
﹁
豊
か
な
心
と
や
る

　﹃
令
和
７
年
度
ス
タ
ー
ト
﹄

気
を
も
ち
、
た
く
ま
し
く
生
き
る

津
野
っ
子
の
育
成
﹂
を
教
育
目
標

に
掲
げ
て
い
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な

体
験
活
動
を
通
し
て
、
興
味
関
心

を
広
く
も
ち
、
自
ら
主
体
的
に
関

わ
る
力
を
育
ん
で
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
今
年
度
も
関
係
機
関
と
連
携

し
な
が
ら
、
保
護
者
の
思
い
に
寄

り
添
い
、
健
全
で
健
や
か
な
子
ど

も
の
成
長
を
支
え
る
教
育
・
保

育
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

▶
さ
く
ら
ん
ぼ
園

▲
に
じ
い
ろ
園

　高知県と株式会社ポケモンは「ポケモンローカル

Ａｃｔｓ」の取り組みを活用し、ポケモンを通じた高

知県の活性化に連携・協力して取り組むことを目的

として、令和６年 11 月 11 日に連携協定を締結しま

した。その取り組みの一環として、ポケモンの絵が描

かれた、マンホール蓋『ポケふた』を、県内全 34 市町

村へ設置することとなっており、その第１弾として

津野町を含む７市町が発表されました。

　津野町の『ポケふた』は、標高約 1,400ｍにカルス

トの雄大な風景が広がり、豊かな自然や満天の星空を

楽しむことができる人気観光スポット「星ふるヴィレ

ッジＴＥＮＧＵ」に設置されています。『ポケふた』に

は、高知だいすきポケモンの「ヌオー」と一緒に、ウミ

ユリポケモンの「リリーラ」とほしがたポケモンの「ピ

ィ」が満天の星空を楽しんでいるようすがデザインさ

れています。

　設置された『ポケふた』は、順次、スマートフォン向

け位置情報ゲーム『Pokémon GO』のポケストップと

してゲーム内のマップ上に登場する予定です！楽し

みにお待ちください。

　世界に一枚だけの津野町の『ポケふた』。町民の皆さ

まもぜひ「星ふるヴィレッジＴＥＮＧＵ」へ見に来てください！

【設置場所】　　津野町芳生野乙４９２１ー２２

　　　　　　　星ふるヴィレッジＴＥＮＧＵ

【高知だいすきポケモン HＰ】　　　https://doppuri.kochi-tabi.jp/pokemon/

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（観光推進課　竹内　祥悟）

津
野
町
に
﹃
ポ
ケ
ふ
た
﹄
が
登
場
！
　



はじめてのおたんじょうび
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編
集
後
記

　
４
月
上
旬
は
肌
寒
い
気

温
が
続
き
ま
し
た
が
、
５
月

に
近
づ
く
に
つ
れ
、
だ
ん
だ

ん
暖
か
く
な
っ
て
き
ま
し

た
ね
。衣
替
え
は
さ
れ
た
で

し
ょ
う
か
。

　
４
月
下
旬
に
行
わ
れ
た

新
本
庁
舎
の
内
覧
会
に
は

行
か
れ
ま
し
た
か
？
引
っ

越
し
作
業
の
た
め
、
今
年
の

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
は

忙
し
く
な
り
ま
す
が
、
新
し

い
庁
舎
で
働
け
る
こ
と
を

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。新

本
庁
舎
の
紹
介
を
４
〜
５

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
お
り

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ

さ
い
。電
話
番
号
が
変
わ
る

課
室
も
あ
り
ま
す
の
で
、
お

問
い
合
わ
せ
の
際
な
ど
は
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
（
広
報
事
務
局
）

令和７年５月１日
編集　津野町広報編集委員会
〒785-0201
高知県高岡郡津野町永野471-1
TEL 0889−55−2311
印刷　（有）笹岡印刷所

津野町の人口
（令和７年 ３月末日現在）

総人口5,133人(-32）
　男　2,436人(-16）
　女　2,697人(-16）
世帯数2,546世帯(-8）

カッコ内は前月対比

みんなの作品
　
今
月
号
で
は
中
央
小
学
校
の
児
童
の

作
品
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

（日浦）
大黒　稀桜ちゃん

保護者　和佳
令和６年５月26日生まれ

　はじめまして！元気いっぱい

食べる事が大好きな稀桜です！

最近はみんなとハイタッチする

ことにハマってます（^▽^)/これ

からよろしくお願いします♡　

き　さ

ゆ　あ

中央小１年 村中　優心
そうたろう

中央小１年 大井崇太郎
とうり

中央小１年 村田　橙俐
る　き

中央小１年 加藤　晃絆

ともか

中央小１年 高橋　知花

とうき

中央小１年 下村　桐生
かなた

中央小１年 掛水　奏汰
もえ

中央小１年 高橋　萌
ち　か

中央小１年 島津　千日

ゆうき

中央小１年 岡﨑　結希 中央小１年 土釜　ゆず
も　か

中央小１年 岡﨑　望華 中央小１年 藤村こより
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